
高
い
支
持
率
と
い
わ
れ
て
い
る
橋
下

知
事
。
し
か
し
、
府
の
施
策
に
直
接
関
わ

り
の
あ
る
教
職
員
や
府
の
職
員
、
福
祉
・

医
療
関
係
者
、
文
化
・
芸
術
の
関
係
者
か

ら
は
大
阪
潰
し
に
対
す
る
強
い
懸
念
の
声

が
出
さ
れ
、
か
つ
て
な
い
動
き
が
生
ま
れ

て
き
て
い
ま
す
。

府
立
青
少
年
会
館
（
大
阪
・
森

宮
）
で
「
潰
す
な
大
阪
！

み
ん

な
集
ま
ろ
う
２
・
12
」
集
会
が
一

〇
〇
〇
名
を
超
え
て
集
ま
り
、
２
月

20
日
、
豊
中
福
祉
会
館
で
の
「
橋
下

教
育
改
革
の
本
質
と
ね
ら
い
豊
能
地

域
教
育
集
会
」
に
は
約
80
名
が
集
ま

り
ま
し
た
。

豊
能
集
会
で
は
、
「
大
阪
の
高
校

生
に
笑
顔
を
く
だ
さ
い
の
会
」
代
表

の
高
校
生
が
参
加
。
橋
下
知
事
と
の

懇
談
会
の
様
子
を
撮
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

視
聴
し
た
後
、
堂
々
と
し
た
意
見
を

発
言
し
ま
し
た
。
（
写
真
）

懇
談
会
の
中
で
、
生
活
苦
や
学
費

が
払
え
な
い
で
困
っ
て
い
る
高
校
生

の
実
情
の
訴
え
に
対
し
て
、
知
事
は

〝
読
み
書
き
計
算
と
漢
字
が
で
き
れ

ば
よ
い
。
そ
れ
以
上
は
み
ん
な
や
る

必
要
な
い
！

教
育
は
訓
練
だ
！

日
本
が
い
や
な
ら
、
政
治
家
に
な
る

か
、
日
本
か
ら
出
て
行
き
な
さ
い
！

日
本
は
自
己
責
任
の
国
！
〟

こ
ん
な
発
言
の
繰
り
返
し
で
す
。

森
ノ
宮
の
集
会
で
講
演
し
た
二
宮

厚
美
さ
ん
（
神
戸
大
教
授
）
は
、

「
文
部
科
学
大
臣
が
こ
ん
な
発
言
を

し
た
ら
即
刻
ク
ビ
も
の
。
し
か
し
、

知
事
の
発
言
が
問
題
だ
と
い
う
マ
ス

コ
ミ
の
取
り
上
げ
、
指
摘
・
追
及
が

ま
っ
た
く
な
い
」
と
指
摘
。

感
覚
で
動
く
知
事

国
際
児
童
文
学
館
を
知
事
が
視
察

し
た
際
、
「
あ
、
こ
れ
は
、
ぼ
く
の

価
値
観
に
あ
わ
な
い
な
。
」
と
発
言
。

都
合
の
悪
い
指
摘
に
は
、
「
私
は
府

民
に
選
ば
れ
た
」
「
私
の
考
え
が
民

意
」
な
ど
と
答
え
る
一
方
、
来
年
度

予
算
案
で
は
御
堂
筋
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
膨
大
な
予
算
を
つ
け
て
い

ま
す
。

赤
字
解
消
が
目
的
で
な
く
、
感
覚

で
動
く
知
事
の
姿
勢
が
は
っ
き
り
で

す
。

生
活
・
く
ら
し
、
教
育
に
か
か
わ
っ

て
、
府
民
と
の
大
き
な
共
同
が
カ
ギ

マ
ス
コ
ミ
で
華
々
し
く
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
知
事
で
す
が
、
府
民
へ

の
影
響
を
知
ら
せ
れ
ば
知
ら
せ
る
ほ

ど
問
題
が
府
民
に
見
え
て
き
ま
す
。

教 え 子 を 再 び 戦 場 に 送 る な ！

２００９年２月２５日
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大
阪
を
潰
す
な
！

幅
広
い
運
動
を
府
民
の
中
に
広
げ
よ
う

府
下
で
豊
中
で
相
次
い
で
集
会
が
開
か
れ
る



府
教
委
は
大
教
組
に
対
し
、
次

の
よ
う
な
問
題
を
提
示
・
提
案
。

協
議
期
間
を
２
月
20
日
と
し
て
い

ま
す
。

「
シ
ス
テ
ム
」
賃
金
リ
ン
ク
を

派
遣
職
員
等
に
拡
大
す
る

現
在
、
派
遣
教
職
員
等
は
「
シ

ス
テ
ム
」
の
対
象
外
で
、
し
た
が
っ

て
、
昇
給
・
勤
勉
手
当
は
「
評
価

な
し
」
の
他
の
教
職
員
と
同
様

「
標
準
」
扱
い
で
す
。

府
教
委
は
、
こ
う
し
た
派
遣
等

の
教
職
員
に
対
し
、
「
評
価
・
育

成
シ
ス
テ
ム
」
等
に
も
と
づ
く
評

価
を
用
い
て
、
そ
の
結
果
を
昇
給

と
勤
勉
手
当
に
反
映
さ
せ
る
と
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
題

点
が
あ
り
ま
す
。

第
一
に
、
派
遣
や
人
事
交
流
教

職
員
の
勤
務
労
働
条
件
は
派
遣
先

等
に
あ
り
、
仕
事
の
評
価
や
そ
の

結
果
を
賃
金
リ
ン
ク
す
る
こ
と
を

府
教
委
が
き
め
る
こ
と
は
法
的
に

重
大
な
疑
義
が
あ
る
こ
と

第
二
に
、
「
シ
ス
テ
ム
」
の
目

的
（
学
校
の
活
性
化
等
）
、
目
標

設
定
区
分
（
教
諭
の
場
合
＝
①
学

習
指
導
、
②
児
童
生
徒
指
導
、
③

学
校
運
営
、
評
価
基
準
等
（
児
童
・

生
徒
の
学
習
理
解
、
授
業
内
容
の

充
実
）
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
派
遣

教
職
員
等
の
仕
事
と
基
本
的
に
相

容
れ
な
い
こ
と
で
す
。

第
三
に
、
評
価
者
研
修
を
ど
う

進
め
る
の
か
、
評
価
結
果
の
苦
情

申
し
立
て
制
度
に
つ
い
て
も
、
何

ら
示
し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

○
対
象
と
な
る
教
職
員

◇
身
分
異
動
を
伴
わ
な
い

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
派
遣
／
在
外
教
育
施

設
（
日
本
人
学
校
）
派
遣
／
文

部
科
学
省
／
民
間
企
業
派
遣
／

不
登
校
対
応
教
員
／

◇
身
分
異
動
を
伴
う
人
事
交
流
者

市
町
村
教
委
事
務
局
７
４
０
人

大
教
大
付
属
学
校

１
６
４
人

そ
の
他

指
導
改
善
研
修
受
講
者

に
対
す
る
賃
金
抑
制

現
在
、
指
導
改
善
研
修
受
講
者

で
、
評
価
期
間
の
う
ち
６
月
以
上

研
修
受
講
し
て
い
る
場
合
は
、

「
評
価
な
し
」
と
な
り
、
賃
金
上

は
「
標
準
」
扱
い
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
「
昇
給
な
し
」
に
、

勤
勉
手
当
の
成
績
率
を
引
き
下
げ

る
と
し
て
い
ま
す
。

指
導
改
善
研
修
は
、
そ
も
そ
も

現
場
復
帰
を
目
的
に
し
た
「
指
導
」

改
善
に
む
け
た
研
修
で
あ
り
、
そ

の
研
修
に
参
加
し
た
こ
と
を
理
由

に
し
た
懲
戒
処
分
に
等
し
い
引
き

下
げ
は
、
研
修
の
性
格
、
目
的
に

て
ら
し
て
も
不
当
で
す
。

府
教
委
自
身
こ
の
間
、

「
指
導
改
善
研
修
は
、
現
場
復
帰
を

目
的
と
し
、
資
質
向
上
の
た
め
、
改

善
に
向
け
た
機
会
を
与
え
る
た
め
の

研
修
で
あ
る
」
と
言
明
。

（
「
指
導
不
適
切
教
員
」
に
関
わ
っ

て
大
教
組
が
確
認
を
求
め
府
教
委

が
回
答
し
た
事
項
よ
り
08
年
３
月

19
日
）

結
局
、
指
導
改
善
研
修
を
「
摘

発
」
と
「
排
除
」
の
方
向
に
強
め

る
こ
と
に
つ
な
げ
る
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
ま
た
、
提
案

「
評
価
シ
ス
テ
ム
」
賃
金
リ
ン
ク
を
派
遣
職
員
等
に
拡
大

派
遣
職
員
を

だ
れ
が
・
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
？



2
月
6
日
、
第
１
２
０
回
定

期
大
会
を
開
催
し
、
09
年
度
の

新
し
い
執
行
部
を
選
出
し
、
当

面
の
と
り
く
み
を
確
認
し
ま
し

た
。大

会
で
は
5
名
の
組
合
員
が

発
言
。
①
組
合
に
加
入
し
て
様
々

な
取
り
組
み
に
参
加
、
そ
こ
に

常
に
子
ど
も
の
話
が
あ
る
と
い
っ

た
青
年
組
合
員
の
発
言

②
具

体
的
な
職
場
施
設
改
善
要
求
に

市
教
委
も
対
応
し
た
対
市
交
渉

の
成
果
（
養
護
教
員
部
）
③
食

へ
の
関
心
の
中
、
学
校
給
食
を

守
る
会
の
と
り
く
み
④
教
職
員

9
条
の
会
企
画
の
韓
国
従
軍
慰

安
婦
を
学
ぶ
ツ
ア
ー
に
参
加
し

て
、
平
和
の
運
動
を
さ
ら
に
す

す
め
る
重
要
性
を
述
べ
た
発
言

⑤
Ｗ
Ｔ
Ｃ
府
庁
移
転
な
ど
財
界

の
要
望
を
進
め
る
一
方
、
教
職

員
に
対
す
る
攻
撃
に
と
ど
ま
ら

ず
、
府
民
の
生
活
・
く
ら
し
、

文
化
へ
の
攻
撃
を
す
す
め
る
橋

下
知
事
の
改
革
に
た
た
か
っ
て

い
こ
う

新
組
合
員
の
紹
介
を
し
大
会

を
終
わ
り
ま
し
た
。

今
期
で
岡
本
正
雄
副
委
員
長
・

尾
崎
孝
子
執
行
委
員
が
退
任
し

ま
す
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

「
春
を
呼
ぶ
集
い
」

―
な
ご
や
か
に
交
流

大
会
終
了
後
、
同
場
所
で
春

の
つ
ど
い
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

40
名
近
い
組
合
員
が
、
大
会
後

も
残
り
、
の
ん
び
り
歓
談
す
る

と
と
も
に
青
年
組
合
員
の
司
会

に
よ
る
ゲ
ー
ム
を
し
て
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

女
性
部
も
大
会
を
同
時
に

開
催
し
、
新
し
い
役
員
を
選
出

し
ま
し
た
。

第120回定期大会
新しい執行部を選出

「施設・設備改善で、組合の役割を実感」（養護教員部）
「組合のとりくみに参加―自然と子どもの話が」（青年部員）
「おもいつき おもいこみ おもいあがり

橋下教育改革とたたかおう！」



「
一
年
休
ん
で
、

再
任
用
？
」

新
た
な
嘱
託
採
用
、
教
育
専

門
員
が
な
く
な
り
、
定
年
退
職

者
が
学
校
現
場
に
残
る
の
は
再

任
用
（
定
数
内
）
だ
け
で
す
。

08
年
度
末
定
年
退
職
で
、
当

初
、
再
任
用
を
希
望
し
て
い
た

方
が
、
学
校
長
か
ら
、
「
一
年

休
ん
で
、
一
年
後
に
で
き
る
」

と
聞
い
て
、
希
望
を
と
り
や
め

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

以
前
の
嘱
託
希
望
者
に
は
一

年
後
の
「
職
場
復
帰
」
は
あ
り

ま
し
た
が
、
し
か
し
、
再
任
用

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
人
か
ら
そ
う
し
た
経
過
を

き
い
て
、
至
急
、
市
教
委
に
伝

え
、
あ
ら
た
め
て
再
任
用
の
希

望
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

教
職
員
の
生
活
に
関
わ
る
問

題
に
つ
い
て
、
管
理
職
は
正
し

い
制
度
の
把
握
・
理
解
が
必
要

で
す
。

教
員
免
許
更
新

わ
た
し
の
更
新
は
い
つ
？

予
備
講
習
に
関
わ
っ
て
、

「
講
習
を
さ
が
す
こ
と
が
で
き

な
い
」
「
遠
方
の
県
ま
で
、
出

か
け
て
行
っ
た
」
「
交
通
費
、

宿
泊
費
多
額
の
出
費
」

こ
ん
な
声
を
聞
き
ま
す
。

制
度
上
、
十
分
整
備
も
せ
ず

に
、
09
年
か
ら
本
格
的
に
実
施

を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
く

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

全
教
は
、
免
許
更
新
制
の
撤

回
・
廃
止
を
求
め
て
引
き
続
き

運
動
を
進
め
ま
す
。

免
許
更
新
制
に
か
か
わ
っ
て
、

文
科
省
か
ら
の
資
料
が
配
布
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
覧
表
に
は
修

了
確
認
期
限
が
あ
り
ま
す
。

「
修
了
確
認
期
限
」
は
生
年
月

日
・
年
齢
で
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
中
に
、
「
期
限
延
期
」
規

定
が
あ
り
ま
す
。

・
休
職
、
病
気
休
暇

・
産
休
、
育
休
期
間

・
介
護
休
暇
期
間
中

さ
ら
に
、
「
修
了
確
認
期
限

が
免
許
を
授
与
さ
れ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
10
年
を
超
え

な
い
日
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う

規
定
が
あ
り
ま
す
。

期
限
ま
で
10
年
以
内
に
免
許

を
と
っ
た
人
は
、
期
限
が
延
期

さ
れ
る
（
但
し
「
申
請
す
る
」

と
あ
り
ま
す
）
わ
け
で
す
。

市
教
委
は
管
理
職
に
対
し
て
、

免
許
更
新
に
か
か
わ
っ
て
「
も

れ
な
く
、
教
職
員
に
周
知
す
る

よ
う
に
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

免
許
取
得
10
年
以
内
の
人
に
対

す
る
て
い
ね
い
な
周
知
を
す
る

よ
う
に
、
全
教
は
市
教
委
に
求

め
ま
し
た
。

10
年
以
内
の
人
へ
の
延
期
の

仕
方
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
教
委
は

府
教
委
に
問
い
合
わ
せ
て
い
る

と
こ
ろ
と
答
え
て
い
ま
す
。

教
職
員
の
生
活
・
権
利
に
か
か
わ
っ
て

管
理
職
は
、
正
確
な
把
握
を


